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この本の著者 vVolfgangLeyclheckerは W i¥rzburg大学眼科の主任教授であ
り，近年，緑内障の病理，治療について多くの業績を発表している眼科医である。
この本はその Leydheckerによって書かれたトノグラフィー (Tonographie，tono・ 
graphy)の検査の実際についての手引き書である。
トノグラフ fー は Grant(1950)によって考案された， 緑内障に関する重要な
検査法である。 卜ノグラフィーという言葉には適当な日本語訳はまだ無いので，
日本のどの教科書にも，論文にもトノゲラフィーという言葉がそのまま使われて
いる。簡単にトノグラフィーについて説明すれば眼球を一定の力で圧迫すると， 
良圧(眼球内圧)は徐々に下降して行く。この限圧の下降曲1寺聞の経過とともにH
線を時間車1を搬にとって聞くのがこの検査法である。 この[1M圧の低下曲線から，
眼房水の流出量，産生量が所定の表によって容易に算出される。緑内障の場合，
しばしば流出路に障害があり， したがって， この房水流出率(1分間あたりの房
水流出量， c値という)が低下し， トノグラフィーの曲線は平坦となる傾向がみ
られる。 C値と房水産生率(1分間あたりの房水の産生量， F値という)がトノ
グラフィーによって容易に算出出来れば，緑内障の病態はかなり的確に把握され，
その後の治療に役立つこととなる。
さて，この書は第 1章の序文にもあるごとく「トノグラフィーについて簡明に
述べてあり，熟練した助手が本書を一読すれば， すぐトノグラフィーの機械の装
作が可能となる」様， わかり易く記述されている。 すなわち，この書は眼科医の
初心者はもちろんであるが，医師ではない検査助手をも対象として書かれている。
第 1章の序文にはじまり， 全体で22章にわかれているが， トノグラフィーの原
理にはじまり，機械の説明，記録の実際から， 事故の防止法， 角膜びらんの起っ
た時にどう処置をするかということまで， 細大洩らさず， 一言でいえばトノグラ
フィーのすべてが述べられている。 84図の鮮明な写真が挿入されており， 理解を
より容易にしている。
興味深いのは， ドイツ人の性格をそのまま示す様に， 検査室のあり方まで詳し
く述べられていることである。 たとえば「検査中に電話でさまたげられぬ様， 検
査室に電話器があってはならない。検査中に外来者のノックにわずらわされない
ために，検査中は“ Tonographie! Bitte nicht storen !"の札をドアに下げて
おくべきである」とか「最近流行のポケットベノレは突然鳴り出すとそれに驚いて，
卜ノグラフィーの曲線が乱れることがあるので， ポケットベ/レはあらかじめ室外
に置いておくべきである」という注意まで記述されている。
現在われわれは，混雑する外来で， 部屋のドアを開けたまま， トノグラフィー
検査を行なっているが，本書を一読してあらためて反省させられることが多いの
に気づく。
初心者が一読してトノグラフィーを理解出来る絶好の参考書であるが， 経験者
にとっても教えられるところの多い書である。(窪旧靖夫)
(千葉医学， 58，292，1977) 
